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データ連携基盤の共同利用に関するビジョン（1/2）

福島県におけるデータ連携基盤共同利用に関するビジョン

○ 福島県においては、県内全域にわたるスマートシティに係る取組を加速させるため、県が、県及び市町村で共同
利用を行うデータ連携基盤を整備し、県としての共通サービス（各市町村が利用するサービスを選択）や市町村
が整備する個別サービスを展開できる環境を整えている。
   引き続き、市町村と連携し、データ連携基盤を活用したサービスの拡充を進めるとともに、更なる利用市町村の
拡大を図る。

○ 独自にデータ連携基盤を構築して運用している会津若松市、矢吹町（東京都狛江市との共同利用）、石川
町について、データ連携基盤間のデータ連携や、県データ連携基盤への移行等に向けた協議を進めていく。

＜具体的な方向性＞
・ 会津若松市：将来的な県基盤への全サービス移行を見据えて協議を行っていく。R7年度は、ID連携及び

一部行政サービスの移行を行う。
・ 矢吹町：町基盤と県基盤の棲み分けの整理など、基盤間の連携や活用のあり方に関する協議を継続的に

行っていく。
・ 石川町：今後、ＩＤ連携をはじめとした町基盤と県基盤との連携のあり方について、協議を進めていく。
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データ連携基盤の共同利用に関するビジョン（2/2）

１ データ連携基盤の現況（H7.2現在）

２ 当面の対応スケジュール（想定）
○2025年度：・ 市町村負担金による運用開始（基本要綱に基づく市町村との協議会を組成） 

・ 県データ連携基盤に、8サービスを追加接続。 ・会津若松市基盤とのID連携、2サービス連携
・ 矢吹町、石川町での県基盤の活用に係る検討（以降、継続的に実施）

○2026年度：・ 非パーソナルデータサービスの検討・実装 ・市町村個別サービスの導入促進（以降、継続的に実施）
 ○2027年度：・ 民間サービス（会津若松市）との連携 ・ 運用体制の再構築 
○2028年度以降：・ 会津若松市データ連携基盤の廃止、県基盤への統合 ・ 民間サービスとの連携

①県データ連携基盤 ②会津若松市 ③矢吹町 ④石川町

(1)構築年度 R5年度 H27年度 R5年度 R5年度

(2)データ型 パーソナル先行型
※オープンデータサービスの実装には設定変更が必要

総合型（パーソナル・非パーソナ
ル）

非パーソナル型 パーソナル型

(3)運用主体 県と市町村での共同利用
※R6年度:27市町村

(一社)AiCTコンソーシアム
※市から補助金を支出

東京都狛江市との共同利
用

石川町

(4)導入サー
ビス

○行政サービス
・ ふくしまポータル（総合窓口アプリ）
・行政手続オンライン申請サービス
・福島県防災アプリ

○行政サービス
・ゆびナビぷらす、あいづっこプラス
等11サービス
○民間サービス
・会津コイン、会津版ジモノミッ
ケ！等13サービス

○行政サービス
・地域デジタルコモンズサー
ビス

○行政サービス
（※R6年度末に公開予
定）

(5)考慮事項 ・市町村個別サービスを中心とした更なるサー
ビス拡充
・民間サービスとの連携に係る運用体制の再
構築、連携促進に向けた環境整備
・持続的な運用に向けたマネタイズの検討
・オープンデータ活用に向けた検討
・他分野間の新たな価値創出の促進、利便
性向上

・県基盤への段階的な移行に関
する具体的な計画検討
・県基盤での民間サービス接続の
取扱い、運用体制の再構築
・市基盤に搭載されている独自機
能の県基盤での対応可否の検討

・町基盤と県基盤の利用に
係る棲み分けの整理
・町で展開する住民サービ
スの再検討

・ID連携に係る連携方式
の調整、合意



県が全県的に共通のデータ連携基盤を整

備し、県としての共通サービスや市町村が

整備する個別サービスを実装することにより、

県内全59市町村のスマートシティに係る

取組みを加速させ、復興・再生と地方創生

を切れ目なく進め、県民一人一人が豊か

さや幸せを実感できる県づくりを推進する。

R5年度
（実績）

R6年度
（実績）

5 27

県が構築したデータ連携基盤を活用し、市町村が個別サービスを実装する。
県としても、「行政手続」、「防災」分野等のサービスを実装し、市町村に展開する。

県・市町村の共通窓口

【参考】オールふくしまスマートシティ推進事業 事業概要

データ連携基盤の参加市町村数

ふくしまポータル（各種サービスの総合窓口）

R5構築
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【参考】県データ連携基盤におけるサービス展開の実績・予定
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【参考】福島県データ連携基盤のシステム全体像（イメージ図）
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① データ連携基盤・サービスの乱立回避

県版データ連携基盤の目指す将来像

② 広域でのデータ流通・利活用

県単位で構築する意義

【参考】県単位でのデータ連携基盤運用の意義

③ 県全域でのDXの促進
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【参考】会津若松市データ連携基盤の概要

外部連携システム

会津若松プラス
（除雪車ナビ）
（あいづっこweb）
（マッシュ君）

デ
ー
タ
連
携
基
盤

サ
ー
ビ
ス

デ
ー
タ
・
ア
セ
ッ
ト

データ処理
機能

(匿名化/統計化)

共通ID発行／管理（OpenID Connect準拠）

認証・認可機能
(OAuth2.0準拠) オプトイン・データ流通管理機能

Ａ
Ｐ
Ｉ
・
開
発
者

ポ
ー
タ
ル

（
O

A
S

3
.0
準
拠
）

ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ認証

ブローカー機能／オープンデータ用
（Fiware-Orion準拠）

ブローカー機能／パーソナルデータ用

Ａ
Ｐ
Ｉ
管
理
機
能

A
P

I
 G

a
te

W
a
y

API GateWay

（蓄積）

API GateWay

行政保有
パーソナル

情報連携機能
（セキュアGW）

開発者
ポータル

学生/教員による
技術、新サービス創出

（AOI会議：会津大学）

基幹系システム
保管情報

【会津若松市】

基本属性情報
（会津若松プラス）

など

決済データ
など

観光場所情報
など

ヘルスケアIoT
機器情報

災害時情報
など

地域農作物
需給情報

防災分野

観光分野

食・農業分
野

ヘルスケア分野決済分野
オプトイン
履歴情報

(会津若松プラス)

本人確認
履歴情報

防災分野

観光分野

食・農業分
野

ヘルスケア分野

デジタル防災
会津版

ジモノミッケ！

ﾍﾙｹｱﾊﾟｽﾎﾟｰﾄ
テレメディーズBP

Vital Gain
ケアエール

会津財布
会津コイン

Visitory

ゆびナビぷらす

セキュアGW

あいべあ

ペコミン

あいづっこプラス

OYACO plus

DATA for 
CITIZEN

簡単＆迅速なデ
ジタル行政手続

行政分野

決済分野

基本属性情報
(会津若松プラス)

地域記事情報
(会津若松プラス)

API API API APIAPIAPI API API

R4
API API API APIAPIAPIAPI

デジタルクーポン
・ポイント情報

公共交通
チケット情報

ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞ
本人確認情報

窓口予約
空き情報
など

再エネ発電量
計測データ

カーボン
オフセット量
データ

ｵｰﾌﾟﾝﾃﾞｰﾀ
（会津若松市）

行政分野

APIAPI API APIAPI API

地域活性化

モビリティ行政 エネルギー

エネルギー 基盤

ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰｶｰﾄﾞID発行/ログイン機能

Samurai.MaaS

モビリティ分野

API

Aizu Zero
Carbon Club

エネルギー分野

市基幹系システム
（行政保有PD）

デジタルクーポ
ン・ポイントサー
ビスによる商店
街・店舗DX

API

地域活性化
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【将来像の参考としたイメージ】

【参考】会津若松市データ連携基盤との連携について

＜取組概要＞ ＜イメージ図＞

会津若松市では、多数のユーザや接続サービス・アセット
が存在する独自のデータ連携基盤（会津若松＋）と、県
のデータ連携基盤（ふくしまポータル）とが並存しており、
各基盤に接続するサービスの利用者が複数のIDを必要と
する状況が生じるため、利用者の利便性や理解の増進を
妨げない対策が求められている。
将来的に、県の基盤への移行と市の基盤の廃止により、
効率的・効果的な事業運営や財政的な負担軽減を図る
ことを目指しつつ、市民・事業者への影響を考慮し、複数
年度にわたる段階的な移行を行うため、令和７年度には、
市が提供するサービス（あいべあ、ペコミン）を先行して移
行させ、将来的なID移行を目指したID連携のための改修
を行うことで、会津若松＋に接続しているサービスと、ふくし
まポータルに接続しているサービスの両方を利用する利用
者が、一つのIDで各サービスを利用できるようにする。



【参考】矢吹町データ連携基盤の概要
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• 計3サービスのうち、矢吹町民向けに「地域デジタルコモンズサービス」を提供中。
サービス名…popchain
URL…https://popchain.jp/home
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【参考】石川町データ連携基盤の概要

©2023 Chuo Computer Service INC. All rights reserved

住民 住登外
人は生活圏のサービ
スを無意識に活用

個人・法人
を対象

マイページ

公的個人認証基盤

インフォメーション・プッシュ通知

サービス連携基盤（ｲﾝﾀﾈｯﾄ・LGWAN）

キャッシュレス基盤

ＩＤ管理システム

《 CCS指定中間レイアウト・API 》

コンテンツ

電
子
申
請

予
約
管
理

○
○
サ
ー
ビ
ス

○
○
サ
ー
ビ
ス

・・・

認証・認可を提供
（OpenID Connect）

WEB

CMS

LINE

管理システム

《 CCS指定中間レイアウト・API 》

基幹システム グループウェア

自治体

連
携

基幹システム

委託先民間企業

• 友だち管理
• メニュー管理
• メッセージ配信
• セグメント配信
• 応答メッセージ配信
• フォーム管理
• ワークフロー
• 外部連携
• LGWAN-ASP

メール

• ID管理
• OpenID Connect認証
• 住基連携
• LGWAN-ASP

OpenID Connectによる認証を利用して、
利用者を特定する。
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